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巻　頭　言 Foreword

本号は 2023年 7月 27日，28日に薩摩川内市にて開
催された第 57回技術討論会「カーボンニュートラル・
サーキュラーエコノミーを支える分離技術」の特集号で
す。薩摩川内市は，川内火力発電所跡地をサーキュラー
エコノミーと脱炭素化の推進による持続可能な社会の構
築を目指した「サーキュラーパーク九州」の拠点とする
構想を推進するなど，サーキュラーエコノミー都市を目
指した積極的な活動をされています。技術討論会では薩
摩川内市長の田中良二氏にもご登壇いただき，サーキュ
ラーエコノミー都市の実現を目指した薩摩川内市のシナ
リオを力強くご紹介いただきました。 
サーキュラーエコノミーとは，環境制約や資源制約な

どが顕在化する中で，資源循環に新たな価値や経済性を
見出し，環境と社会とのバランスを保ちつつ成長や地方
創生などを志向する経済政策です。今後，大幅なサーキュ
ラーエコノミー関連市場の拡大が見込まれていますが，
日本国内では，2030年に 80兆円，2050年に 120兆円ま
で拡大することを目指しています。技術討論会では経済
産業省産業技術環境局資源循環経済課長の田中将吾氏に
もご登壇いただき，日本におけるサーキュラーエコノ
ミー政策の現在地と今後の展開についてわかりやすくご
講演いただきました。
カーボンニュートラルを促進すれば新たな資源投入が

必要となります。また，資源投入を抑えるためには，リ
サイクルなどで資源を再生する必要があり，その回収や
分離にエネルギーを要するため，カーボンニュートラル
とサーキュラーエコノミーを両立させるためには相当な
工夫と変容が必要です。サーキュラーエコノミーの概念
は 2015年に欧州委員会から発信されたものですが，国
によって，再生可能エネルギーなど電力供給バランスや，
資源の保有状況，経済を支える産業構造，文化や価値観
など，全く異なりますので，日本には日本に強みのある

サーキュラーエコノミーモデルを考える必要がありま
す。日本にとっては経済安全保障も重要な視点となりま
すし，それら資源を使って高度で丁寧な技術によってモ
ノづくりを行い豊かになってきた価値観も大切にしたい
ものです。
今まで通りの大量生産，大量消費で，ただリサイクル
をして再生材を使用するビジネスモデルでは，どう考え
てもカーボンニュートラルとの両立は実現できそうにあ
りません。一方で，生産を抑えたビジネスモデルで，本
当に経済が活性化するのかという大きな不安も残りま
す。環境にやさしく高機能で高価なモノを大切に何度も
使って循環させることになりますが，そのような製品を
フェアに消費者が選択するかどうかもまだ，時間がかか
りそうです。
粉体工学は，液体ともイオンとも異なる粉体の特性を
生かして，これまでに多様な高機能素材やプロセスに
よってモノづくりを支えてきました。粉体工学のノウハ
ウによって革新的に省エネルギーな製造プロセスが実現
した例や，これまでにない機能を発現することによって
環境にやさしい製品プロセスが実現した例が多く見受け
られます。また，資源を再生する際に必要となる分解や
分離についても，固体のまま単体分離あるいは相互分離
する粉体工学のノウハウを生かすことによって，その所
要エネルギーを減少させることができます。すなわち，
これまで省エネルギー性を追求しながら多種多様な高機
能性の発現を目指してきた粉体工学は，その過程の中で，
サーキュラーエコノミーを実現するためのモノづくりの
省エネルギー化と高機能化に大きく貢献できる可能性を
有しているように思います。
この度の技術討論会では，多種多様な産業から様々な
シーズをご講演いただき，コロナ禍後の久しぶりの対面
開催行事として大いに盛り上がりました。サーキュラー
エコノミーやカーボンニュートラル，そして SDGsを達
成する最も重要なもう 1つの考え方であるパートナー
シップをまさに体現することができました。パートナー
シップを強化してサプライチェーンをつなぎ対象を広げ
て最適化をはかることで，これまで困難であった課題が
解決できる可能性が広がります。この度の技術討論会と
この特集号が，モノづくり日本に強みのあるサーキュ
ラーエコノミーとカーボンニュートラルを改めて広く考
えていただく機会になれば嬉しく思っています。
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